
平成24年3月期

ミニディスクロージャー誌
お 客 さ ま と と も に

（平成23年4月1日～平成24年3月31日）



博
多
か
ら
広
が
る
新
し
い
未
来

理
念

西
日
本
シ
テ
ィ
銀
行
は
、高
い
志
と
誇
り
を
持
っ
て

時
代
の
変
化
に
適
応
し
、お
客
さ
ま
と
と
も
に
成
長
す
る

 

九
州
№
1  

バ
ン
ク
を
目
指
し
ま
す
。

”

”

お
客
さ
ま
に一
番
近
い

お
客
さ
ま
に
一
番
近
い
銀
行
と
し
て
、誠
実
に
対
応
し
、

圧
倒
的
に
支
持
さ
れ
る
銀
行
を
目
指
し
ま
す
。

地
域
に
貢
献
す
る

健
全
経
営
を
基
本
に
、地
域
に
貢
献
し
、積
極
的
に

社
会
的
責
任
を
果
た
す
こ
と
で

広
く
信
頼
さ
れ
る
銀
行
を
目
指
し
ま
す
。

期
待
に
応
え
る
人
づ
く
り

あ
た
た
か
な
心
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
持
ち
、

自
由
闊
達
で
積
極
果
敢
に
行
動
す
る

人
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

経
営
理
念

心
が
あ
る

私
た
ち
は
、い
つ
も
お
客
さ
ま
の
身
に
な
っ
て
、

丁
寧
に
対
応
し
、真
摯
に
ご
相
談
に
取
り
組
み
ま
す
。

情
熱
が
あ
る

私
た
ち
は
、い
つ
も
お
客
さ
ま
の
声
に
、熱
く
行
動
し
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、ス
ピ
ー
デ
ィ
に
お
応
え
し
ま
す
。

夢
が
あ
る

私
た
ち
は
、い
つ
も
お
客
さ
ま
の

期
待
を
こ
え
た
、新
し
く
、価
値
の
あ
る

提
案
を
お
届
け
し
ま
す
。

行
動
憲
章
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こ
の
1
年
の
わ
が
国
経
済
を
振
り
返
り
ま

す
と
、東
日
本
大
震
災
や
原
発
問
題
な
ど
の

影
響
を
大
き
く
受
け
た
も
の
の
、サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
の
復
旧
に
伴
う
企
業
の
生
産
活
動
の

回
復
や
各
種
の
政
策
効
果
な
ど
に
よ
り
、持

ち
直
し
の
動
き
が
見
ら
れ
ま
し
た
。し
か
し
、

欧
州
の
財
政
危
機
を
背
景
と
し
た
世
界
経

済
の
減
速
懸
念
や
急
速
な
円
高
の
影
響
、タ

イ
の
洪
水
被
害
に
よ
る
企
業
業
績
の
悪
化
懸

念
な
ど
か
ら
、持
ち
直
し
の
動
き
は
緩
や
か

な
も
の
と
な
り
、先
行
き
不
透
明
な
状
況
が

今
な
お
続
い
て
お
り
ま
す
。

　
一
方
、地
元
九
州
の
経
済
は
、震
災
後
の
機

能
分
散
の
観
点
か
ら
各
種
生
産
拠
点
と
し
て

の
役
割
が
高
ま
る
な
か
で
、米
国
や
新
興
国

向
け
の
堅
調
な
輸
出
な
ど
が
下
支
え
と
な

り
、底
堅
く
推
移
し
ま
し
た
。特
に
、福
岡
県

に
お
い
て
は
九
州
新
幹
線
鹿
児
島
ル
ー
ト
全

線
開
通
や
国
内
最
大
級
の
駅
内
商
業
施
設

「
Ｊ
Ｒ
博
多
シ
テ
ィ
」開
業
の
効
果
が
表
れ
て

お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
な
か
、中
期
経
営
計
画

「
Ｎｅｗ
Ｓ
ｔａｇ
ｅ
2
0
1
1
〜
元
気
よ
く
〜
」

で
は
目
指
す
銀
行
像
を「
国
内
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル

の
サ
ー
ビ
ス
を
地
元
で
提
供
し
、お
客
さ
ま
と

と
も
に
栄
え
る
九
州
№
1
バ
ン
ク
」と
し
た
上

で
、お
客
さ
ま
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
か
ら
生
じ

る
様
々
な
ニ
ー
ズ
に
対
し
お
客
さ
ま
目
線
に

立
っ
た
総
合
金
融
サ
ー
ビ
ス
を
グ
ル
ー
プ
一
体

と
な
っ
て
提
供
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

企
業
と
個
人
の
お
客
さ
ま
の
ラ
イ
フ
サ
イ

ク
ル
の
各
段
階
に
応
じ
て
最
適
な
総
合
金
融

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る「
企
業
ま
る
ご
と
サ

ポ
ー
ト
」「
人
生
ま
る
ご
と
サ
ポ
ー
ト
」を
積

極
的
に
展
開
し
て
お
り
ま
す
。

　

最
近
の
主
な
取
組
み
と
し
て
は
、お
客
さ

ま
の
海
外
ビ
ジ
ネ
ス
の
拡
大
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
た
め
、「
国
際
コ
ン
サ
ル
室
」を
当
行
グ
ル
ー

プ
会
社
㈱
Ｎ
Ｃ
Ｂ
リ
サ
ー
チ
＆
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
に
開
設
し
ま
し
た
。ま
た
、九
州
地
銀
初

の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
為
替
予
約
サ
ー
ビ

ス
も
開
始
し
ま
し
た
。さ
ら
に
、保
健
医
療
経

営
大
学
と
の
共
催
に
よ
る
医
療
セ
ミ
ナ
ー
の

ほ
か
、企
業
ブ
ラ
ン
ド
構
築
、事
業
承
継
、農

業
参
入
な
ど
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
や
、各
種

商
談
会
の
開
催
な
ど
、様
々
な
分
野
で
お
客

さ
ま
の
経
営
を
サ
ポ
ー
ト
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

個
人
の
お
客
さ
ま
で
は
、ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
に

応
じ
て
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
多
数
の
保
険
会
社

の
商
品
の
中
か
ら
最
適
な
商
品
を
ご
提
案
す

る「
Ｎ
Ｃ
Ｂ
ほ
け
ん
プ
ラ
ザ・笹
丘
」を
開
設
い

た
し
ま
し
た
。こ
れ
に
よ
り「
Ｎ
Ｃ
Ｂ
ほ
け
ん

プ
ラ
ザ
」は
3
か
所
と
な
り
、保
険
相
談
の
専

門
窓
口
と
し
て
お
客
さ
ま
に
大
変
ご
好
評
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。ま
た
、土
日
も
ロ
ー
ン

の
ご
相
談
を
お
受
け
す
る「
Ｎ
Ｃ
Ｂ
ロ
ー
ン
プ

ラ
ザ・美
し
が
丘
」「
Ｎ
Ｃ
Ｂ
ロ
ー
ン
プ
ラ
ザ・古

賀
」を
開
設
し
た
こ
と
等
に
よ
り
、土
日
祝
日

や
平
日
15
時
以
降
も
ご
利
用
い
た
だ
け
る
店

舗
・
専
門
チ
ャ
ネ
ル
は
33
か
所
と
な
り
ま
し

た
。

　

引
き
続
き
お
客
さ
ま
に
と
っ
て
専
門
性
と

利
便
性
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

私
ど
も
は
、地
域
の
繁
栄
と
地
方
銀
行
の

繁
栄
は
不
可
分
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。中
で

も
、地
域
へ
の
知
的
貢
献
は
地
域
金
融
機
関

の
重
要
な
役
割
で
あ
る
と
位
置
付
け
、地
元

の
お
客
さ
ま
へ
の
質
の
高
い
情
報
提
供
に
加

え
、次
世
代
を
担
う
青
少
年
の
教
育
支
援
活

動
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
元
気
で
豊
か
な
地
域
社
会
づ
く

り
に
貢
献
で
き
る
よ
う
、役
職
員
一同
、一
層
努

力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

中
期
経
営
計
画

「
Ｎｅｗ 

Ｓ
ｔａｇ
ｅ

 

２
０
１
１
〜
元
気
よ
く
〜
」

開
始
か
ら
１
年

企
業
ま
る
ご
と
サ
ポ
ー
ト

　
人
生
ま
る
ご
と
サ
ポ
ー
ト

地
域
へ
の
貢
献

1

お
客
さ
ま
と
と
も
に
栄
え
る
九
州
№
1
バ
ン
ク
を
目
指
し
て

取
締
役
頭
取

久
保
田 

勇
夫

message

TOP
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中期経営計画「Ｎｅｗ Ｓｔａｇｅ 2011 ～元気よく～」

　

こ
れ
ま
で
、国
際
業
務
や
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョン
と
いっ
た

専
門
的
な
分
野
で
、地
銀
初
、九
州
地
銀
初
の
先
進

的
な
取
組
み
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。今
後
も
こ
う
し

た
取
組
み
を
継
続
し
、ま
た
、全
職
員
が
そ
れ
ぞ
れ

の
持
ち
場
で
高
い
レ
ベ
ル
を
追
求
し
て
、他
の
地
銀
と

の
差
別
化
を
図
り
ま
す
。

西
日
本
シ
テ
ィ
銀
行
が
目
指
す
銀
行
像

国
内
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の

サ
ー
ビ
ス
を
地
元
で
提
供
し
、

お
客
さ
ま
と
と
も
に
栄
え
る

「
国
内
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
サ
ー
ビ
ス
」

「
地
元
で
提
供
」

　

地
域
の
繁
栄
と
当
行
の
繁
栄
は
不
可
分
で
あ
る

と
の
認
識
の
も
と
、地
元
で
、地
元
の
立
場
に
立
っ
て

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、メ
ガ
バ
ン
ク・外
資
系
金
融
機

関
と
の
差
別
化
を
図
り
ま
す
。

　

こ
の
2
つ
の
差
別
化
戦
略
に
よ
り
、地
域
と
の一体

的
な
成
長
を
通
じ
て「
お
客
さ
ま
と
と
も
に
栄
え

る
九
州
№
1
バ
ン
ク
」を
実
現
し
ま
す
。

九
州
№
1
バ
ン
ク

目指す銀行像の実現に向け、
中期経営計画「Ｎｅｗ Ｓｔａｇｅ 2011 ～元気よく～」が
平成23年4月からスタート。着実な実行を進めています。

中期経営計画の概要
計画期間：2011年4月～2014年3月

西
日
本
シ
テ
ィ
銀
行

地
元
の
お
客
さ
ま

進むべき方向性

サービスの専門性向上

サービスの利便性向上

「お客さま第一主義」

顧客基盤の拡大

グループ総合力の強化

サービス向上と
経営合理化の両立

「収益力の強化」

地元のお取引先の育成

元気で環境豊かな
地域社会づくり

「地域貢献」

“時代の変化に対応した総合金融サービス業への進化”と“徹底した生産性向上”

国内トップレベルのサービスを地元で提供し、お客さまとともに栄える九州No.1バンク

中期経営計画「Ｎｅｗ Ｓｔａｇｅ 2011 ～元気よく～」

目指す銀行像

主要施策

6つの改革
経 営 改 革

コスト構造改革

意識・行動改革 サ ービ ス 改 革

オペレーション改革 人 事 改 革

地域との共栄
■地場産業育成 ■環境配慮 ■知的貢献 ■歴史・文化活動

機能強化戦略
■システムの共同化移行
■リスク管理の高度化

グループ戦略
■グループ会社のサービス
　向上・経営合理化

注力する分野

コーポレート
○事業性融資
○ソリューション
成長分野／国際分野
環境分野／観光分野

リテール
○個人ローン
住宅ローン・
消費者ローン
○預り資産

将来の収益基盤づくり

顧客基盤拡大

有価証券運用



3

中期経営計画「Ｎｅｗ Ｓｔａｇｅ 2011 ～元気よく～」

地
元
企
業
の
成
長
分
野
へ
の
新
規
参
入

を
側
面
か
ら
支
援
し
ま
す
。

高
齢
化
の
進
展
に
よ
り
地
元
企
業
が
直

面
す
る
事
業
承
継
や
M
&
A
等
に
積
極

的
に
関
与
し
ま
す
。

積
極
的
な
産
官
学
連
携
を
継
続
し
、

「
学
」の
優
れ
た
技
術
・ノ
ウ
ハ
ウ
を
地
場

産
業
発
展
に
取
り
込
み
ま
す
。

地
場
産
業
育
成

環
境
負
荷
軽
減
に
取
り
組
む
企
業
を
支

援
す
る
と
と
も
に
、当
行
自
身
も
環
境

に
や
さ
し
い
業
務
運
営
を
実
践
し
、環
境

に
配
慮
し
た
取
組
み
に
お
い
て
地
銀
ト
ッ

プ
レ
ベ
ル
を
目
指
し
ま
す
。

環
境
配
慮

当
行
及
び
各
界
ト
ッ
プ
に
よ
る
質
の
高
い

講
演
会
や
金
融
知
識
の
普
及
活
動
な

ど
、地
域
社
会
と
次
世
代
を
担
う
青
少

年
等
へ
の
知
的
貢
献
を
継
続
し
ま
す
。

知
的
貢
献

地
元
に
根
付
く
歴
史
・
文
化
活
動
は
地

方
銀
行
の
イ
ン
フ
ラ
の一
部
と
位
置
づ
け
、

当
行
の
特
長
で
あ
る
歴
史
・
文
化
活
動
へ

の
取
組
み
を
継
続
し
、豊
か
な
地
域
社

会
の
実
現
に
貢
献
し
ま
す
。

歴
史・文
化
活
動

計画のコンセプトは、
「時代の変化に対応した『総合金融サービス業』への進化」と「徹底した生産性向上」の２つです。

資金ニーズ

コンサルティング
ニーズ

創業期 発展期 成熟期 衰退期 再生期 発展期企業の
お客さま

グループ内シンクタンク、中央の機関、アジアの拠点・提携金融機関とも連携し、企業のPL向上とBS改善をサポート

創業資金 設備資金 設備資金所要の運転資金

販路拡大 海外進出 M&A 事業承継 事業再生 販路拡大

グループ内証券会社・カード会社も活用し、個人の家計とライフプランを生涯にわたりサポート

就業 結婚 出産 教育 子供の独立 定年 老後 相続

借入ニーズ

運用・決済・
保障ニーズ

個人の
お客さま

遺す・・・貯める・投資する／カード・電子マネーで決済する／保険に入る

車の購入 住宅取得 子供の教育 リフォーム

独身期 家族形成期 家族成長期 家族充実期 家族円熟期

時代の変化に対応した“総合金融サービス業”への進化

企
業
ま
る
ご
と
サ
ポ
ー
ト

人
生
ま
る
ご
と
サ
ポ
ー
ト

～お客さまのライフステージから生じる様々なニーズに対し、お客さま目線に立った最適なサービスを提供～

西
日
本
シ
テ
ィ
銀
行
グ
ル
ー
プ

3,618人 　　　3年間で
△240人 5年間で

△480人

徹底した生産性向上
～サービス向上と経営合理化の両立により生産性を改善し、強靱な経営基盤を構築～

土日営業拠点を増設しお客

さまの利便性を高める一方

で、旧来型店舗の統廃合を

進め、生産性を向上させま

す。また、人員の効率化を進

め、コスト削減を断行します。

行員数（出向者を除く）営業拠点
土日営業も行う
専門チャネル（15）
土日営業も行う
店舗（13）

スタート
時点

14/3末
中間目標

16/3末
目安

スタート
時点

14/3末
中間目標

16/3末
目安

平日15時まで営業の
旧来型店舗

土日営業拠点を増設
土日・祝日・平日
15時以降も営業

28→ 50程度

単位：か店

195 185 170

｢地域の活性化なくして地銀の将来なし｣との認識に立ち、
金融面以外からも地域の発展に貢献します。
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企業まるごとサポート～地域の発展のために～

　

平
成
24
年
3
月
、関
東
エ
リ
ア
を
中
心
に
総
合

ス
ー
パ
ー
を
展
開
す
る
大
手
企
業
を
バ
イ
ヤ
ー
と
し

て
招
い
た
商
談
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。本
商
談

会
は
、関
東
エ
リ
ア
向
け
の
販
路
拡
大
支
援
を
目
的

に
企
画
し
た
も
の
で
、九
州
の
金
融
機
関
4
行
の
お

取
引
先
36
社
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。商
談
会
は
こ
の

他
に
も
3
件
開
催
し
、合
わ
せ
て
36
社
の
お
取
引
先

の
販
路
拡
大
を
支
援
い
た
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、平
成
23
年
10
月
に
開
催
し
た『
販
路
開
拓

セ
ミ
ナ
ー
』で
は
、小
売
業
で
の
豊
富
な
経
験
を
持
つ

講
師
に
よ
り
、バ
イ
ヤ
ー
目
線
で
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
の
ポ
イ
ン
ト
や
地
域
資
源
を
活
用
し
た
商
品

開
発
の
成
功
事
例
の
紹
介
を
行
い
、商
談
に
お
け
る

成
約
率
の
向
上
等
の
意
欲
旺
盛
な
お
取
引
先
36
社

が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

地元企業の発展のために

『
商
談
会
の
開
催
』

　

平
成
23
年
10
月
か
ら
12
月
に
か
け
て
、産
学
連
携

の
一
環
と
し
て
全
8
回
の
シ
リ
ー
ズ
で『
医
療
セ
ミ

ナ
ー
a
t
保
健
医
療
経
営
大
学
』を
開
催
い
た
し
ま

し
た
。こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
医
療
機
関
経
営
を
多
面
的

に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
を
目
的
に
し
て
お
り
、医

療
機
関
を
取
り
巻
く
様
々
な
課
題
の
中
か
ら『
診
療

報
酬・介
護
報
酬
改
定
の
動
向
』、『
医
療
と
介
護
の

連
携
』や『
病
院
の
経
営
分
析
』な
ど
7
つ
の
テ
ー
マ

を
取
り
上
げ
て
情
報
発
信
を
行
い
、延
べ
2
5
0
名
が

参
加
さ
れ
ま
し
た
。

『
医
療
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
』

　

食
品
業
界
に
お
い
て
は
安
心・安
全
な
製
品
を
消

費
者
に
お
届
け
す
る
こ
と
が
よ
り
一
層
求
め
ら
れ
て

い
る
中
、平
成
23
年
12
月
に
食
品
業
界
の
経
営
者
や

品
質
管
理
担
当
者
を
対
象
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
い
た
し
ま
し
た
。セ
ミ
ナ
ー
で
は
食
品
業
界
を
取

り
巻
く
環
境
と
課
題
に
対
し
、食
品
の
放
射
性
物
質

問
題
の
動
向・対
応
や
中
国

食
品
市
場
へ
の
輸
出
に
お

け
る
留
意
点
、Ｉ
Ｓ
Ｏ
認
証

等
、最
新
の
情
報
と
今
後
の

対
応
策
を
紹
介
し
、75
名

が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

『
食
の
安
心
ポ
イ
ン
ト

 

セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
』

　

平
成
24
年
2
月
に
開
催
し
た
本
セ
ミ
ナ
ー
に
お
い

て
、差
別
化
を
目
的
と
し
た
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
業

務
効
率
を
高
め
る
企
業
戦
略
の
手
法
や
、東
日
本
大

震
災・タ
イ
大
洪
水
を
踏
ま
え
た
B
C
P（
事
業
継

続
計
画
）の
あ
り
方
に
つ
い
て
事
例
を
踏
ま
え
た
紹

介
を
行
い
ま
し
た
。当
日
は
、企
業
の
経
営
者・役
員・

企
画
部
門
担
当
者
等
を
中
心
に
89
名
が
参
加
さ
れ

ま
し
た
。

販路拡大
支援

医療経営
支援

食品
関連業
支援

『
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

 

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

 

セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
』

SCM構築
支援

「志、情熱企業」
～中小企業応援テレビ番組～

当行ホームページ（http://www.ncbank.co.jp）からも番組内容をご覧いただけます。

技術力やノウハウ等を持つ特徴ある地元企業を紹介する
テレビ番組を毎週土曜日に放映中です。
当番組で紹介した企業は200社を超えました。

九州の元気を
応援しています
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企業まるごとサポート～地域の発展のために～

　
「
ア
ジ
ア
の
成
長
を
い
か
に
ビ
ジ
ネ
ス
の
拡
大
に
つ
な
げ
る

か
」と
い
う
お
客
さ
ま
の
課
題
解
決
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
お
応

え
で
き
る
、ハ
イ
レ
ベ
ル
な
海
外
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
を
実
現

す
る
た
め
、平
成
24
年
4
月
、当
行
グ
ル
ー
プ
会
社
で
あ
る
Ｎ

Ｃ
Ｂ
リ
サ
ー
チ
＆
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
に「
国
際
コ
ン
サ
ル
室
」

を
開
設
し
、支
援
態
勢
を
強
化
し
ま
し
た
。

　
「
国
際
コ
ン
サ
ル
室
」に
は
中
国
と
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
最
新
事

情
に
精
通
し
た
人
材
2
名
を
配
置
し
、当
行
の
海
外
駐
在

員
事
務
所
や
提
携
金
融
機
関
、海
外
の
法
律
事
務
所
や
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
、会
計
事
務
所
な
ど
海
外
ビ
ジ
ネ
ス
に
関

す
る
エ
キ
ス
パ
ー
ト
と
の
連
携
に
よ
り
、地
域
金
融
機
関
の
金

融
サ
ポ
ー
ト
の
枠
を
超
え
た
、き
め
細
か
な
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ

的
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョン
を
提
供
い
た
し
ま
す
。

　
「
国
際
コ
ン
サ
ル
室
」で
は
、①
海
外
進
出
に
関
わ
る
各
種

相
談
、②
海
外
企
業
と
の
取
引
に
関
す
る
各
種
相
談
、③
海

外
の
市
場・商
品
等
の
情
報
提
供・調
査
活
動
等
、海
外
ビ
ジ

ネ
ス
に
関
す
る
情
報
提
供
、コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
と
いっ
た
業
務

を
行
って
お
り
ま
す
。

地元企業の海外ビジネスを支援しています

海
外
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
駆
使
し
た

海
外
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト

　
ベ
ト
ナ
ム
民
間
企
業
の
水
力
発
電
所
建
設
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

向
け
協
調
融
資（
※
）に
地
方
銀
行
と
し
て
初
め
て
参
画
し

ま
し
た
。（
※
他
の
参
加
行
：
Ｂ
Ｎ
Ｐ
パ
リ
バ
銀
行（
エ
ー
ジ
ェン
ト
）・あ
お

ぞ
ら
銀
行・静
岡
銀
行
）

　

本
融
資
は
、当
行
と
平
成
20
年
12
月
か
ら
業
務
協
力
協

定
を
締
結
し
、現
地
で
数
多
く
の
案
件
を
手
が
け
る
Ｂ
Ｎ
Ｐ

パ
リ
バ
銀
行
ホ
ー
チ
ミ
ン
支
店
と
の
連
携
で
実
現
し
た
、当
行

の
海
外
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
た
新
た
な
取
組
み
で
す
。

ま
た
、元
利
金
の
償
還
を
ベ
ト
ナ
ム
政
府
が
1
0
0
％
保
証

す
る
ほ
か
、独
立
行
政
法
人
日
本
貿
易
保
険
の
貿
易
保
険

付
保
に
よ
り
、非
常
危
険・信
用
危
険
の
リ
ス
ク
を
軽
減
し
て

い
ま
す
。

　

当
行
は
、今
後
も
、海
外
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
有
効
活
用
や
中

央
機
関・行
政
な
ど
と
の一
層
の
連
携
を
通
じ
、地
元
企
業
の

海
外
進
出
支
援
の
み
な
ら
ず
、地
元
企
業
が
海
外
に
進
出
す

る
に
あ
た
っ
て
必
要
と
な
る
イ
ン
フ
ラ
構
築
の
支
援
に
も
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ア
ジ
ア
の
イ
ン
フ
ラ
開
発
支
援
の
た
め

国
際
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
画

　

当
行
は
、10
年
以
上
に
わ
た
っ
て
継
続
し
て
い
る
中
国
銀

行
と
の
業
務
協
力
協
定
を
活
用
し
、地
元
企
業
の
中
国
ビ
ジ

ネ
ス
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
23
年
2
月
の
中
国
銀
行
上
海
支
店
へ
の
ト
レ
イ
ニ
ー

2
名
派
遣
に
続
き
、平
成
24
年
2
月
よ
り
中
国
東
北
部
の

中
で
も
特
に
目
覚
し
い
経
済
的
発
展
を
遂
げ
て
い
る
中
国

大
連
市
に
あ
る
同
行
の
支
店
へ
ト
レ
イ
ニ
ー
1
名
を
派
遣
し
、

お
客
さ
ま
の
海
外
進
出
を
確
実
に
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
人
材
の

育
成
に
努
め
て
い
ま
す
。

中
国
銀
行（
Ｂ
Ａ
Ｎ
Ｋ 

Ｏ
Ｆ 

Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｎ
Ａ
）に

ト
レ
イ
ニ
ー
を
派
遣
ー
中
国
大
連
市
へ
ー

　

平
成
23
年
12
月
、中
国
銀
行（
Ｂ
Ａ
Ｎ
Ｋ 

Ｏ
Ｆ 

Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｎ
Ａ
）

と
の
共
催
で
、引
続
き
注
目
度
の
高
い
中
国
の
最
新
経
済
動

向
に
つい
て
の『
中
国
セ
ミ
ナ
ー
』を
開
催
し
ま
し
た
。

　

第
一部
の
基
調
講
演
で
は
、復
旦
大
学
経
済
学
院
教
授
で
、

上
海
市
人
民
政
府
に
対
し
て
様
々
な
提
言
を
行
う
諮
問
機

関
の
委
員
を
務
め
る
陳 

建
安
氏
を
お
招
き
し
、混
迷
す
る
世

界
経
済
の
下
で
の
中
国
経
済
の
現
状
と
行
方
に
つ
い
て
講
演

を
頂
き
ま
し
た
。第
二
部
は
パ
ネ
ル・

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
形
式
で
、九
州

大
学
大
学
院
の
平
松
教
授
を
モ
デ

レ
ー
タ
ー
に
、中
国
で
実
際
に
ビ
ジ

ネ
ス
を
展
開
し
て
い
る
九
州
企
業
の

経
営
者
の
方
々
か
ら
、中
小
企
業
の

ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
に
役
立
つ
情
報・

ヒ
ン
ト
を
提
供
し
ま
し
た
。

「
中
国
セ
ミ
ナ
ー
」の
開
催

（NCBリサーチ＆コンサルティングへの
お取次ぎもいたします。）

海外ビジネスに関するご相談は、
下記までお問い合わせください。

【受付日】月～金曜日 祝日・銀行休業日は除きます。
【受付時間】9:00～17:00

TEL092-476-2560

グローバルビジネス・
サポートセンター

水力発電所建設
プロジェクト

（ベトナム北西部）
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人生まるごとサポート～暮らしのお役に立つために～

　「
住
宅
ロ
ー
ン
」に「
生
命
保
険
」、

「
資
産
運
用
」に「
年
金
の
お
受
取
」ま

で
、お
金
に
つ
い
て
の
様
々
な
疑
問
や
お

悩
み
は
西
日
本
シ
テ
ィ
の
西
通
り
大

名
支
店
ビ
ル
で
解
決
。

　
土
日
、平
日
15
時
以
降
も
営
業
し

て
い
ま
す
の
で
、お
気
軽
に
ご
来
店
く

だ
さ
い
。

専
門
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
サ
ポ
ー
ト

お
客
さ
ま
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
か
ら
生
じ
る
様
々
な
お
金
に
関
す
る
ニ
ー
ズ
に
対
し
、

お
客
さ
ま
の
目
線
に
立
っ
た
最
適
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
行
う
た
め
、各
営
業
店
や

専
門
拠
点
に
専
門
ス
タ
ッ
フ
を
配
置
し
て
い
ま
す
。

天神西通りの「西日本シティ銀行大名支店ビル」に専門拠点が集結

4F ほけんプラザN
C
B

将来必要な資金に備える生命保険。
ご結婚やご自宅購入などライフイベ
ントに応じて見直しが必要です。専門
スタッフがお客さまのお悩みや疑問に
親身にお応えいたします。

0120-144-880TEL

4F NCBα天神アルファ

資産運用のご相談にはお客さまのラ
イフプランに合わせて専門のスタッフ
がご提案いたします。無料セミナーも
実施しています。

092-771-9002TEL 0120-246-537

4F 年金相談所

〈予約専用ダイヤル〉

年金の疑問・不安については、年金の
専門家（社会保険労務士）がお客さま
のご質問にわかりやすくお応えいた
します。

TEL 092-734-9190

6F ローン営業室
マイホームやお車のご購入、お子さま
の教育資金のご相談については、専
門スタッフが適切なプランをご提案い
たします。

TEL

大名支店ビルは、西通りの西日本シティ銀行が目印、
西鉄福岡天神駅より徒歩5分！

明治通り

天神東宝ビル 岩田屋新館

岩田屋本館

大名支店ビル
西日本シティ銀行

ソラリア
プラザ

VIORO

警固公園

国体道路

西
通
り

渡
辺
通
り

三
越

地下鉄天神駅

西
鉄
福
岡（
天
神
）駅



7

人生まるごとサポート～暮らしのお役に立つために～

　

お
客
さ
ま
が
描
か
れ
る
”こ
れ
か
ら
“の
た
め
に
、私
た
ち

に
で
き
る
こ
と
。

　

私
た
ち
は
、お
客
さ
ま
ひ
と
り
ひ
と
り
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
に

関
す
る
様
々
な
ニ
ー
ズ
に
お
応
え
で
き
る
よ
う
、お
客
さ
ま

ご
と
に
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
の
プ
ラ
ン
を
ご
提
案
し
、そ
の
実
現

の
お
役
に
立
ち
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

当
行
で
は
、各
店
に
マ
ネ
ー
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
や
エ
リ
ア
を
担

当
す
る
チ
ー
フ
マ
ネ
ー
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
配
置
し
、金
融
資

産
全
般
に
関
す
る
具
体
的
運
用
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
ご
提
案
を

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、お
客
さ
ま
の
相
続
、事
業
承
継
等
の
よ
り
幅
広
い

ご
相
談
に
は
、高
度
な
専
門
知
識
を
持
つ
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
バ
ン

カ
ー
が
、各
店
の
担
当
者
と
共
に
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
に
合
わ
せ
た

ご
提
案
を
し
て
い
ま
す
。

資
産
運
用
専
門
ス
タ
ッ
フ

「
マ
ネ
ー
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」

お
客
さ
ま
の
こ
れ
か
ら  

を
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド

”

“

　

将
来
の
安
心
の
た
め
に
、一度
は
き
ち
ん
と
考
え
て
お
き
た

い
生
命
保
険
。「
現
在
加
入
中
の
保
険
の
内
容
は
？
」「
保
障

額
は
十
分
？
」「
保
険
料
を
見
直
し
た
い
」な
ど
、様
々
な
疑

問
や
お
悩
み
を
抱
え
て
い
る
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
？

　

西
日
本
シ
テ
ィ
銀
行
の
保
険
の
専
門
窓
口「
N
C
B
ほ
け

ん
プ
ラ
ザ
」で
は
、お
客
さ
ま
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
に
応
じ
た
必

要
な
保
障
を
無
料
で
ア
ド
バ
イ
ス
し
、複
数
の
保
険
会
社
か

ら
最
適
な
商
品
を
選
ん
で
ご
提
案
い
た
し
ま
す
。平
日
は
も

ち
ろ
ん
、土
日・祝
日
も
営
業
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

き
っ
と
何
か
し
ら
の
発
見
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。ご
家

族
で
お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

銀
行
で「
ほ
け
ん
」の
話
、し
ま
せ
ん
か
？

　

西
日
本
シ
テ
ィ
T
T
証
券
は
、西
日
本
シ
テ
ィ
銀
行
と
東

海
東
京
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
の
共
同
出
資
に

よ
る
九
州
初
の
地
銀
の
証
券
子
会
社
。平
成
22
年
5
月
に

開
業
し
て
か
ら
、お
か
げ
さ
ま
で
2
周
年
を
迎
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

現
在
、西
日
本
シ
テ
ィ
銀
行
の
営
業
店
内
に
共
同
店
舗
と

し
て
計
6
か
店
開
設
し
て
お
り
、福
岡
県
内
一
円
を
カ
バ
ー

で
き
る
体
制
と
な
って
い
ま
す
。

　

従
来
、銀
行
で
は
お
取
扱
い
で
き
な
か
っ
た
商
品
等
も
、多

数
揃
え
て
お
り
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
、地
域
の
お
客
さ
ま
の

近
く
で
、お
客
さ
ま
の
イ
チ
バ
ン
を
考
え
る
、そ
ん
な「
証
券

会
社
」を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

お
客
さ
ま
の
資
産
運
用
ニ
ー
ズ
に

き
め
細
か
く
お
応
え
し
ま
す
。

「
N
C
B
ほ
け
ん
プ
ラ
ザ
」

西
日
本
シ
テ
ィ
T
T
証
券

営業時間 ◎平日／10：00～19：00 休日／10：00～17：00　
※ただし、12月31日～1月3日、5月3日～5月5日は除きます。

宗像市くりえいと1-5-1
［赤間支店内］0120-172-178お問合せ

NCBほけんプラザ・宗像

福岡市中央区笹丘1-28-74
［田島支店内］0120-116-731お問合せ

NCBほけんプラザ・笹丘

福岡市中央区天神2-5-28
［NCBアルファ天神出張所内］0120-144-880お問合せ

NCBほけんプラザ・天神

平成24年1月13日オープン



　「
土
日
に
ゆ
っ
く
り
ロ
ー
ン
の
相
談
が
し
た
い
な
。」

　
様
々
な
生
活
ス
タ
イ
ル
の
お
客
さ
ま
に
土・日
曜
日
も
気

軽
に
ご
相
談
い
た
だ
け
る
窓
口
を
福
岡
県
下
29
か
所
に
設

置
し
て
い
ま
す
。（
ロ
ー
ン
福
岡
営
業
室
及
び
N
C
B
ロ
ー
ン

プ
ラ
ザ・原
を
除
く
）

　
ご
自
宅
の
新
築・ご
購
入
、ご
返
済
中
の
住
宅
ロ
ー
ン
の
お

借
換
な
ど
の
住
宅
に
関
す
る
ロ
ー
ン
を
は
じ
め
、お
車
の
ご

購
入
や
お
子
さ
ま
の
教
育
資
金
に
関
す
る
ロ
ー
ン
な
ど
も
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
専
門
の
ス
タ
ッ
フ
が
皆
さ
ま
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

　
な
お
、「
N
C
B
いつ
で
も
プ
ラ
ザ
」な
ら
ロ
ー
ン
の
相
談
だ

け
で
な
く
、預
金
を
は
じ
め
資
産
運
用
の
相
談
も
承
っ
て
お

り
ま
す
。

　「
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
デ
ス
ク
」は
ロ
ー
ン
の
お
問
い
合

わ
せ
、ご
相
談
、お
申
込
み
等
を
専
門
に
受
け
付

け
る
電
話
窓
口
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
平
日
の
み
の
営
業
と
し
て
い
ま
し
た

が
、平
成
23
年
5
月
よ
り
土
日
に
も
拡
大
し
ま

し
た
。

　
窓
口
へ
お
越
し
に
な
る
機
会
の
少
な
い
お
客
さ

ま
や
ロ
ー
ン
商
品
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
、ご

相
談
な
ど
、お
気
軽
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

　
専
門
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が
皆
さ
ま
の
お
電
話
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
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１
2
8
3
10
9

13
12

14

飯塚市15

（
※
）営
業
時
間
、営
業
日
に
つ
い
て
は
、下
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
ロ
ー
ン
営
業
室 

●
N
C
B
ロ
ー
ン
プ
ラ
ザ 

●
N
C
B
い
つ
で
も
プ
ラ
ザ

【営業時間等】平日9:00～17：00　土日10：00～17：00／休業日・・・12/31～1/3、5/3～5/5、祝日（但し祝日が土・日曜日の場合は営業）、振替休日※ローン福岡営業室・・・土日・祝日は休業

ローン天神営業室（大名支店ビル６F）
ローン福岡営業室（福岡支店内）
ローン香椎営業室（千早支店内）
ローン姪浜営業室（姪浜駅前支店3F）
ローン西新営業室（西新中央支店内）5

4

3

2

1

ローン前原営業室（前原支店2F）6

ローン北九州西営業室（折尾支店2F）
ローン北九州東営業室（下曽根駅前出張所内）
ローン飯塚営業室（穂波支店内）15

ローン久留米営業室（久留米センター出張所内）16

14

13ローン福岡南営業室（老司支店内）
ローン春日営業室（春日出張所内）
ローン粕屋営業室（粕屋支店2Ｆ）
ローン新宮営業室（新宮支店2Ｆ）10

9

8

7

ローン二日市営業室（西鉄二日市駅前支店内）
ローン北九州営業室（小倉支店内）12

11

ローン営業室 ローンをご相談いただける専門拠点です。

【営業時間等】美しが丘 平日9:00～17：00　土・日曜日10：00～18：00　古賀 平日10:00～18：00　土・日曜日10：00～17：00　原 平日9：00～17：00
休業日・・・12/31～1/3、5/3～5/5、祝日（但し祝日が土・日曜日の場合は営業）、振替休日　※NCBローンプラザ・原・・・土日・祝日は休業

1 ＮＣＢローンプラザ・美しが丘（美しが丘出張所内） 2 ＮＣＢローンプラザ・古賀（イオンスーパーセンター古賀店出張所内） 3 ＮＣＢローンプラザ・原（原支店内）

NCBローンプラザ お客さまのご自宅近くのローン専門相談窓口です。

ナイス クイック 【受付時間】平日9:00～20：00　土・日曜日10：00～17：00
【休業日】12/31～1/3、5/3～5/5、祝日・振替休日

ローンコールデスク

0120-714-919

ショッパーズモールマリナタウン出張所
ゆめタウン筑紫野出張所
イオンスーパーセンター古賀店出張所

　

【営業時間等】平日10:00～20：00　土日・祝日10：00～17：00／休業日・・・12/31～1/3、5/3～5/5、ショッピングセンター店休日
※田島支店、赤間支店・・・平日は9：00より　ゆめタウン遠賀出張所…平日は18：00まで

田島支店（ダイエー笹丘店内） 赤間支店（サンリブくりえいと宗像内）
イオン福岡東出張所
イオン戸畑出張所
ゆめタウン行橋出張所4

3

2

1

8

7

6

5 ゆめタウン遠賀出張所
ゆめタウン久留米出張所
ゆめタウン大牟田出張所
ゆめタウン大川出張所12

11

10

9

NCBいつでもプラザ ショッピングセンターの中にある、土日・祝日、平日15時以降もご相談・お申し込みができる窓口です。

福岡県

8

人生まるごとサポート～暮らしのお役に立つために～

土日もご相談いただけます

「
ロ
ー
ン
営
業
室・N
C
B
ロ
ー
ン
プ
ラ
ザ
」

「
N
C
B
い
つ
で
も
プ
ラ
ザ
」

週
末
も
ロ
ー
ン
の
相
談
に
お
越
し
く
だ
さ
い

「
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
デ
ス
ク
」

お
電
話
で
の
ご
相
談
も
お
ま
か
せ
く
だ
さ
い



9

人生まるごとサポート～暮らしのお役に立つために～

　

当
行
で
お
取
扱
い
し
て
お
り
ま
す「
Ｎ
Ｃ

Ｂ
キ
ャ
ッ
シ
ュエ
ー
ス
」は
、様
々
な
方
法
で
お

申
込
み
い
た
だ
け
ま
す
。

　

土・日
の
ご
相
談
窓
口
で
あ
る「
ロ
ー
ン
営

業
室・Ｎ
Ｃ
Ｂ
ロ
ー
ン
プ
ラ
ザ
」「
Ｎ
Ｃ
Ｂ
い
つ

で
も
プ
ラ
ザ
」で
の
お
申
込
み
は
も
ち
ろ
ん
、

電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、お
近
く
の
Ａ
Ｔ

Ｍ
か
ら
も
お
申
込
み
い
た
だ
け
ま
す
。

　

ま
た
、郵
送
で
の
お
申
込
み
も
可
能
と

な
っ
て
お
り
、お
忙
し
く
ご
来
店
い
た
だ
け

な
い
お
客
さ
ま
か
ら
も
、大
変
ご
好
評
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。（
当
行
に
普
通
預
金
口

座
を
お
持
ち
で
カ
ー
ド
ロ
ー
ン
契
約
の
な
い

方
の
み
）

　

年
会
費・入
会
金
は
も
ち
ろ
ん
無
料
、専

業
主
婦
や
パ
ー
ト・ア
ル
バ
イ
ト
の
方
も
お

気
軽
に
お
申
込
み
い
た
だ
け
る「
Ｎ
Ｃ
Ｂ

キ
ャ
ッ
シ
ュエ
ー
ス
」は
、急
な
出
費
が
必
要

な
と
き
に
お
役
立
て
い
た
だ
け
る
、大
変
便

利
な
ロ
ー
ン
と
な
っ
て
い
ま
す
。

便利にご利用いただけます

土・日
も
ご
相
談
O
K
！

A
T
M
か
ら
で
も
お
申
込
み
O
K
！

「
Ｎ
Ｃ
Ｂ
キ
ャ
ッ
シ
ュ
エ
ー
ス
」

　
『
仕
事
や
家
事
で
忙
し
く
て
、銀
行
に
行

く
時
間
が
な
い
！
』そ
ん
な
お
客
さ
ま
に
ご

利
用
い
た
だ
き
た
い
の
が
ダ
イ
レ
ク
ト
バ
ン

キ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス「
N
C
B
ダ
イ
レ
ク
ト
」。

　

な
か
で
も
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ

な
ら
、残
高
の
ご
確
認
や
ネ
ッ
ト
シ
ョッ
ピ
ン

グ
の
決
済
、お
届
け
住
所
の
変
更
が
自
宅
パ

ソ
コ
ン
の『
カ
ン
タ
ン
操
作
』で
お
取
引
で
き

て
、と
っ
て
も
便
利
で
す
。

　

さ
ら
に
、当
行
本
支
店
間
の
お
振
込
み

や
住
宅
ロ
ー
ン
の
金
利
変
更・繰
上
返
済
も

『
手
数
料
無
料
』で
お
取
引
で
き
て
、と
っ
て

も
お
ト
ク
で
す
。

　

ま
た
、通
帳
を
発
行
し
な
い
W
e
b
口

座「
ネ
ッ
ト
ス
タ
イ
ル
」や
投
資
信
託
の
各

種
報
告
書
を
電
子
化
し
、ネ
ッ
ト
上
で
閲

覧
が
で
き
る「
N
e
投
プ
レ
ミ
ア
ム
」の
取
扱

い
を
し
て
い
ま
す
。是
非
一
度
お
試
し
く
だ

さ
い
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
が

ま
す
ま
す
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
！

「
N
C
B
ダ
イ
レ
ク
ト
」

　
「
キ
ャッ
シ
ュ
カ
ー
ド・ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド・

ロ
ー
ン
カ
ー
ド
」の
3
つ
の
機
能
が
1
つ
に
な
っ

た「
オ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
カ
ー
ド
」。

　

お
手
持
ち
の
キ
ャッ
シ
ュ
カ
ー
ド
か
ら
お
切

替
え
い
た
だ
く
こ
と
で
、西
日
本
シ
テ
ィ
銀

行
Ａ
Ｔ
Ｍ
お
よ
び
提
携
コ
ン
ビ
ニ
Ａ
Ｔ
Ｍ（
注

1
）の
時
間
外
利
用
手
数
料
が
、1
年
間
無

料
と
な
り
ま
す
。2
年
目
以
降
も
Ｎ
Ｃ
Ｂ
ポ

イ
ン
ト
サ
ー
ビ
ス
の
お
取
引
ポ
イ
ン
ト
に
応

じ
て
Ａ
Ｔ
Ｍ
時
間
外
利
用
手
数
料
が
お
ト

ク
に
な
り
ま
す
。（
ス
テ
ー
ジ
2
の
場
合
：
平
日
の

み
無
料
、ス
テ
ー
ジ
3
の
場
合
：
い
つ
で
も
無
料
）

　

気
に
な
る
年
会
費
も
、初
年
度
は
無
料

（
注
2
）と
な
っ
て
い
ま
す
。2
年
目
以
降
も

携
帯
電
話
、も
し
く
は
電
気
料
金
を
オ
ー
ル

イ
ン
ワ
ン
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
機
能
で
決
済

い
た
だ
く
か
、ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
年
間
10

万
円
以
上
ご
利
用
い
た
だ
け
れ
ば
、無
料（
注

2
）と
な
って
い
ま
す
。

Ａ
Ｔ
Ｍ
時
間
外
利
用
手
数
料
が
お
ト
ク
に

「
オ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
カ
ー
ド
」

　

平
成
24
年
5
月
21
日
よ
り
、セ
ブ
ン
銀
行

と
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
利
用
提
携
を
開
始
し
ま
し
た
。

今
回
の
提
携
に
よ
り
、当
行
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ

カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
お
客
さ
ま
は
、全
国
の

ロ
ー
ソ
ン
Ａ
Ｔ
Ｍ
、福
岡
県
内
の一
部
の
フ
ァ
ミ

リ
ー
マ
ー
ト
Ａ
Ｔ
Ｍ
に
加
え
、全
国
の
セ
ブ
ン-

イ
レ
ブ
ン
、イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
等
に
設
置
さ

れ
て
い
る
セ
ブ
ン
銀
行
Ａ
Ｔ
Ｍ
が
ご
利
用
い
た

だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ご
利
用
時
間
は
、お
客
さ
ま
の
様
々
な
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
対
応
す
る
た
め
、平
日
は

24
時
間
、土
日・祝
日
も
21
時
ま
で
ご
利
用

い
た
だ
け
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、各
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
設
置
場
所・営
業
時
間

に
つ
き
ま
し
て
は
、当
行
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
店

舗・Ａ
Ｔ
Ｍ
ナ
ビ
」を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

ご
利
用
い
た
だ
け
る

コ
ン
ビ
ニ
Ａ
Ｔ
Ｍ
が
増
え
ま
し
た

「
便
利
な
Ａ
Ｔ
Ｍ
サ
ー
ビ
ス
」

（
注
）設
置
場
所
に
よ
り
、Ａ
Ｔ
Ｍ
の
営
業
時
間
・サ
ー
ビ
ス
内

容
が
異
な
り
ま
す
の
で
、あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

（
注
1
）提
携
コ
ン
ビ
ニ
Ａ
Ｔ
Ｍ
に
つ
い
て
は
下
欄
の「
便
利
な

A
T
M
サ
ー
ビ
ス
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
注
2
）ゴ
ー
ル
ド
カ
ー
ド
は
除
き
ま
す
。

（
注
）ご
利
用
に
は
事
前
の
お
申
込
み
が
必
要
で
す
。個
人

の
お
客
さ
ま
で
も
事
業
性
の
お
取
引
に
つ
い
て
の
ご
利
用
は

で
き
ま
せ
ん
。

セブン銀行ATM

ローソンATM

ファミリーマート
ATM



　

銀
行
員
や
警
察
官
を
装
い「
キ
ャ
ッ
シ
ュ

カ
ー
ド
が
偽
造
さ
れ
て
い
る
。」「
あ
な
た
の

口
座
が
犯
罪
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。」な
ど

と
お
客
さ
ま
の
不
安
を
煽
っ
て
、言
葉
巧
み

に
暗
証
番
号
を
聞
き
出
し
、キ
ャ
ッ
シ
ュ

カ
ー
ド
を
騙
し
取
っ
て
出
金
す
る
犯
罪
が

発
生
し
て
い
ま
す
。

　

当
行
行
員
や
警
察
官
が
、電
話
や
店
舗

外
で
暗
証
番
号
を
お
尋
ね
し
た
り
、キ
ャッ

シ
ュ
カ
ー
ド
を
お
預
か
り
す
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

し
た
が
っ
て
、外
部
か
ら
の
照
会
に
対
し

て
暗
証
番
号
を
回
答
し
た
り
、キ
ャ
ッ
シ
ュ

カ
ー
ド
を
渡
す
こ
と
の
な
い
よ
う
十
分
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

　

当
行
は
、市
民
社
会
の
秩
序
や
安
全
に

脅
威
を
与
え
る
反
社
会
的
勢
力
と
の
関

係
遮
断
に
向
け
た
取
組
み
を
行
っ
て
い
ま

す
。政
府
が
策
定
し
た「
企
業
が
反
社
会

的
勢
力
に
よ
る
被
害
を
防
止
す
る
た
め
の

指
針
」（
平
成
19
年
6
月
19
日
犯
罪
対
策

閣
僚
会
議
幹
事
会
申
合
せ
）等
を
踏
ま
え

て
、融
資
取
引
の
約
定
書
や
普
通
預
金
規

定
等
の
各
種
規
定
を
改
定
し
、暴
力
団
等

の
反
社
会
的
勢
力
を
排
除
す
る
条
項

（「
暴
力
団
排
除
条
項
」）を
導
入
し
て
い

ま
す
。

　

当
行
は
、平
成
21
年
12
月
に
施
行

さ
れ
た「
中
小
企
業
者
等
に
対
す
る

金
融
の
円
滑
化
を
図
る
た
め
の
臨
時

措
置
に
関
す
る
法
律
」（
中
小
企
業
金

融
円
滑
化
法
）の
趣
旨
を
踏
ま
え
、中

小
企
業
の
お
客
さ
ま
の
事
業
活
動
の

円
滑
な
遂
行
、な
ら
び
に
住
宅
ロ
ー
ン

ご
利
用
の
お
客
さ
ま
の
生
活
の
安
定
を

目
的
と
し
て
、金
融
円
滑
化
に
取
り
組

ん
で
お
り
ま
す
。

　

今
後
に
つ
き
ま
し
て
も
、当
行
が
持

つ
情
報
機
能
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
支
援
専
門
ス
タ
ッ
フ
等
を

活
用
し
た
お
客
さ
ま
へ
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
機
能（
経
営
相
談・経
営
支
援・営

業
支
援
等
）を
積
極
的
に
発
揮
す
る
こ

と
に
よ
り
、お
客
さ
ま
の
主
体
的
な
経

営
改
善
、事
業
再
生
等
へ
の
取
組
み
を

お
客
さ
ま
の
立
場
に
立
っ
て
真
摯
に
サ

ポ
ー
ト
し
、金
融
機
関
と
し
て
の
社
会

的
責
任
を
果
た
し
て
ま
い
り
ま
す
。

金
融
円
滑
化
へ
の
取
組
み

（※

）裁
判
外
紛
争
解
決
手
続（A

ltern
ativ

e 
D
ispute R

esolution

）と
は
、身
の
回
り
で
起
こ

る
ト
ラ
ブ
ル
を
、裁
判
で
は
な
く
中
立
・
公
正
な
第
三

者
に
関
わ
っ
て
も
ら
い
な
が
ら
柔
軟
な
解
決
を
図
る

手
続
で
す
。

　

平
成
22
年
10
月
1
日
よ
り
金
融

A
D
R
制
度
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　

金
融
A
D
R
制
度
と
は
、金
融
分
野

に
お
け
る
裁
判
外
紛
争
解
決
手
続

（
※
）の
こ
と
で
、お
客
さ
ま
が
、金
融
機

関
と
の
間
で
十
分
に
話
し
合
い
を
し
て

も
問
題
の
解
決
が
つ
か
な
い
よ
う
な
場

合
に
ご
活
用
い
た
だ
け
る
制
度
で
す
。

　

国
の
指
定
を
受
け
て
中
立
性
を
確

保
し
た
指
定
紛
争
解
決
機
関
が
、お
客

さ
ま
や
金
融
機
関
か
ら
の
申
出
を
受

け
、苦
情
や
ト
ラ
ブ
ル
の
解
決
を
図
り

ま
す
。

　

当
行
は
、「
一
般
社
団
法
人
全
国
銀

行
協
会
」と「
一
般
社
団
法
人
信
託
協

会
」と
の
間
で
、紛
争
解
決
等
業
務
に

関
す
る「
手
続
実
施
基
本
契
約
」を
締

結
し
て
い
ま
す
。

金
融
A
D
R
制
度
に
つ
い
て

　

最
寄
り
の
窓
口
で
お
気
軽
に
ご
相

談
い
た
だ
け
る
よ
う
、す
べ
て
の
営
業

店
の
ご
融
資
窓
口
及
び
ビ
ジ
ネ
ス
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
、ロ
ー
ン
営
業
室
に
お

い
て
ご
相
談・お
申
込
み
を
承
っ
て
お
り

ま
す
。

金
融
円
滑
化
相
談
窓
口

金
融
犯
罪
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

反
社
会
的
勢
力
へ
の
対
応
に
つ
い
て

　

当
行
は
、お
客
さ
ま
か
ら
の
ご
意
見

や
苦
情
に
は
真
摯
な
姿
勢
で
公
正・迅

速
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、お
客
さ
ま

の
ご
理
解
と
信
頼
を
得
ら
れ
る
よ
う

努
め
て
お
り
ま
す
。

　

当
行
に
対
す
る
ご
意
見
・
苦
情
は
、

営
業
店
ま
た
は
次
の
お
問
い
合
わ
せ

窓
口
ま
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

苦
情
等
の
ご
相
談
窓
口

10

人生まるごとサポート～暮らしのお役に立つために～

安心に向けて取り組んでいます

西日本シティ銀行お客様サービス室

西日本シティ銀行の本支店窓口

0120-162-105
または

FAX092-461-1916（24時間）
【受付時間】月～金曜日9：00～17：00（祝日および銀行休業日は除きます）

0120-797-919へ【受付時間】月～金曜日9：00～17：00（祝日および銀行休業日は除きます）「金融犯罪被害に関する相談窓口」

または

全国銀行協会 相談室
TEL0570-017109
TEL03-5252-3772 
【受付時間】月～金曜日9：00～17：00
（祝日および銀行休業日は除きます）

または

信託協会 信託相談所

TEL03-3241-7335
0120-817335

【受付時間】月～金曜日9：00～17：15
（祝日および銀行休業日は除きます）



　

当
行
の
新
し
い
店
舗
は
、全
て
の
お
客
さ
ま
に

ご
利
用
い
た
だ
き
や
す
い「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン・

バ
リ
ア
フ
リ
ー
設
備
」（
自
動
ド
ア
、段
差
の
な
い
出
入

り
口
、点
字
ブ
ロ
ッ
ク
、多
目
的
ト
イ
レ
、エ
レ
ベ
ー

タ
ー
、座
っ
た
ま
ま
利
用
で
き
る
記
帳
台
な
ど
）や
、

地
球
環
境
に
配
慮
し
た「
エ
コ
設
備
」（
太
陽
光
発
電

シ
ス
テ
ム
、Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
、エ
コ
ガ
ラ
ス
、雨
水
再
利
用

な
ど
）を
積
極
的
に
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
設
備
を
取
り
入
れ
て
、平
成
23
年
度
は

南
小
倉
支
店
、篠
栗
支
店
、徳
力
支
店
の
3
か
店
、今

年
4
月
に
は
若
松
支
店
の
新
築
建
替
を
実
施
い
た

し
ま
し
た
。今
後
も
地
域
の
皆
様
に
親
し
ま
れ
る
店

舗
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

当
行
で
は
、視
覚
障
が
い
を
お
持
ち
の
お
客
さ

ま
に
も
安
心
し
て
お
取
引
い
た
だ
け
る
よ
う
、以

下
の
よ
う
な
取
組
み
を
行
って
お
り
ま
す
。

　

全
て
の
営
業
店
に
1
台
以
上
の
設
置
が
完
了

し
、店
外
A
T
M
コ
ー
ナ
ー
と
併
せ
5
8
1
台
と

な
り
ま
し
た
。（
平
成
24
年
3
月
末
現
在
）今
後

も
順
次
増
設
を
行
い
、一
層
の
利
便
性
向
上
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

※
対
象
取
引
：
普
通
預
金・貯
蓄
預
金
取
引
明
細
の
通

知（
1
カ
月
単
位
で
送
付
）定
期
預
金
満
期
の
通
知（
満

期
日
到
来
の
都
度
送
付
）

11

人生まるごとサポート～暮らしのお役に立つために～

視
覚
障
が
い
を
お
持
ち
の

お
客
さ
ま
に
配
慮
し
た
取
組
み※視覚障がい者対応ATM

　原則各ATMコーナーの左端に
　設置しています

13 2
視
覚
障
が
い
者
対
応（
受
話
器
型
操
作
機
付
）

A
T
M
の
増
設

　

取
引
店
窓
口
に
直
接
又
は
電
話
で
の
お
申
込

み
に
よ
り
、左
記
の
取
引
明
細
等
を
点
字
で
作

成
し
、ご
自
宅
宛
に
送
付
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
、窓
口
振
込
手
数
料
の
優
遇
や
代
筆・

代
読
の
ご
対
応
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。詳
し

く
は
、お
気
軽
に
取
引
店
窓
口
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

点
字
文
書
の
無
料
郵
送
サ
ー
ビ
ス

エコ設備

太陽光
発電

ＬＥＤ
照明

エコ
ガラス

雨水
再利用

座ったまま
利用できる
記帳台

自動ドア 段差のない
出入口

点字
ブロック

多目的
トイレ

エレ
ベーター

ユニバーサルデザイン・バリアフリー設備
【新店舗の主な機能】

新しい店舗に｢ユニバーサルデザイン・バリアフリー設備｣
｢エコ設備｣を積極的に取り入れています

■若松支店

■徳力支店



地域のみなさまの“学び”をお手伝い

CSR～地域との共栄～地域の皆さまとともに歩んでいくために

　地域の活性化に貢献したいとの思いを込め、2種類の広報誌を発行しています。「九州流」は、九州の歴史・文化・アジアとの交流をテーマに、国際レベルの視点から地域の情報を掘り起こして発信する“ふるさと発見誌”として、平成21年に創刊しました。「博多に強くなろう」「北九州に強くなろう」は、地元の身近な話題やゆかりの人物等を取り上げてわかりやすく紹介する刊行物として、昭和54年より発行しています。現在96号に至りました。

地域の歴史や文化を取り上げて、 わかりやすく紹介します
「九州流」「博多に強くなろう」「北九州に強くなろう」

　自らで判断する「自己責任能力」が重要視される昨今、金融経済においても若者への「金融知力」の普及がますます必要とされています。　社会に出る直前の高校生に、金融経済の知識に触れ、楽しみながら金融知力を身につけてもらうことを目的とし、平成23年12月、第6回全国高校生金融経済クイズ選手権「エコノミクス甲子園」九州大会を開催しました。大会本番では九州各地から参加した多数の高校生達が熱戦を繰り広げました。

クイズで楽しく金融経済を学んでもらう「エコノミクス甲子園」九州大会開催

　時々刻々と社会
が変化する中、経済

・金融について

の情報をタイムリー
にお届けする機会

として、地域の

皆さまをお招きし、
平成24年1月に新

春講演会を開

催しました。　

　「2012年経済
・金融の見通し～

世界、日本、そし

て九州～」と題し、
最新の経済金融情

報をお伝えしま

した。
　今後も皆さまの

お役に立つ情報を
提供する機会を

設けていきます。

経済情報をお届けし
ます

新春講演会

　このコンサートは
、感受性豊かな子ど

も達に“音楽

がもつ不思議で力
強い感動”をお届け

しようと企画し

たもので、第1部
は、子ども向けオ

ペラ「泣いた赤

鬼」。第2部は、当
行コーラスサーク

ル「NCBコール

アカデミア」による
「ふるさとの歌・み

んなの歌」のプ

ログラムで平成24
年3月に開催しまし

た。

　当日の公演に、一
般市民約800名を

コンサートに無

料で招待しました。

子ども達に芸術性の
高い音楽を

届けています

ＮＣＢファミリーコン
サート

「子どものためのオ
ペラとコーラス」開

催
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CSR～地域との共栄～地域の皆さまとともに歩んでいくために

　

ア
ジ
ア
諸
国
を
中
心
と
し
た
国
際
交
流
を

推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、国
際
相
互
理
解
の

促
進
及
び
国
際
的
人
材
の
育
成
を
は
か
り
、

国
際
親
善
の
推
進
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、様
々
な
事
業
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、九
州・沖
縄・山
口
地
域
を
対
象
に
、

草
の
根
活
動
を
通
じ
て
ア
ジ
ア
の
発
展
及
び

ア
ジ
ア
と
の
国
際
交
流
に
貢
献
し
た
団
体・個

人
を
表
彰
す
る「
ア
ジ
ア
貢
献
賞
」、国
際
相

互
理
解
と
国
際
友
好
親
善
の
促
進
に
貢
献
し

て
い
る
小
学
校・中
学
校
及
び
地
域
の
子
ど
も

団
体
を
表
彰
す
る「
ア
ジ
ア
Ｋ
ｉ
ｄｓ
大
賞
」

を
設
け
、実
り
あ
る
国
際
交
流
を
支
援
し
て

い
ま
す
。

ア
ジ
ア
と
の
絆
を
深
め
、

実
り
あ
る
国
際
交
流
を

支
援
し
て
い
ま
す

公
益
財
団
法
人 

西
日
本
国
際
財
団

　

毎
月
１
回
、本
店
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
で

開
催
す
る「
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
コ
ン
サ
ー
ト
」。26

年
間
皆
さ
ま
に
愛
さ
れ
続
け
、平
成
24
年
5

月
で
3
1
7
回
を
迎
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、福
岡
市
内
の
小
学
校
で
本
物
の
ク
ラ

シ
ッ
ク
音
楽
演
奏
や
大
道
芸
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

を
披
露
す
る「
ふ
れ
あ
い
ラ
イ
ブ
」は
、子
ど
も

達
に
大
変
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。ク
ラ
シ
ッ
ク
を

も
っ
と
身
近
に
、そ
し
て
子
ど
も
達
に
と
っ
て

楽
し
い
時
間
に
な
る
よ
う
に
、ひ
と
つ
ひ
と
つ

の
ラ
イ
ブ
を
て
い
ね
い
に
企
画
し
て
い
ま
す
。

他
に
も
、美
術
、音
楽
、演
劇
等
芸
術
を
通
し

て
、文
化
の
向
上
を
図
り
、よ
り
豊
か
な
地
域

社
会
づ
く
り
に
貢
献
す
る
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。

皆
さ
ま
に
愛
さ
れ
続
け

お
昼
休
み
の
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
は

３
０
０
回
を
超
え
ま
し
た

公
益
財
団
法
人 

福
岡
文
化
財
団

　

九
州・山
口
地
域
に
お
い
て
、地
域
経
済
の

発
展
や
産
業
の
開
発
に
優
れ
た
実
績
を
あ
げ

ら
れ
た
中
堅
・
中
小
企
業
の
経
営
者
の
方
々

を
毎
年
表
彰
し
、「
経
営
者
賞
」を
授
与
し
て

い
ま
す
。昭
和
47
年
の
財
団
設
立
以
来
、表

彰
は
39
回
を
数
え
、受
賞
者
は
1
4
7
名
と

な
り
ま
し
た
。受
賞
者
が
経
営
す
る
企
業
の

う
ち
、上
場
ま
た
は
店
頭
公
開
を
果
た
さ
れ

る
企
業
も
多
数
あ
り
ま
す
。「
経
営
者
賞
」

が
経
営
者
の
方
々
の
励
み
と
な
り
、地
域
経

済
の
発
展
に
少
し
で
も
寄
与
で
き
れ
ば
幸
い

で
す
。

地
域
の
優
れ
た
経
営
者
を

表
彰
し
て
い
ま
す

公
益
財
団
法
人 

経
営
者
顕
彰
財
団

　

当
行
で
は
、全
店
の
窓
口
で「
西
日
本
シ

テ
ィ
銀
行
ユ
ニ
セ
フ
東
日
本
大
震
災
緊
急
募

金
」の
受
付
を
平
成
23
年
3
月
か
ら
開
始
し
、

平
成
24
年
5
月
31
日
ま
で
に
お
振
込
み
い
た

だ
い
た
募
金
は
、6
8,
2
8
9,
0
6
2
円
と

な
り
ま
し
た
。

　

多
く
の
皆
さ
ま
か
ら
の
善
意
を
い
た
だ
き
、

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。引
き

続
き
募
金
を
受
付
け
て
お
り
ま
す
の
で
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
寄
付
先
：
公
益
財
団
法
人
日
本
ユ
ニ
セ
フ

協
会
）

東
日
本
大
震
災

緊
急
募
金
の
取
扱
い

次
頁「
コ
タ
エ
が
あ
る
」編
は
ブ
ル
ー
の
表
紙
側
よ
り
ご
覧
く
だ
さ
い



平成24年3月期

ミニディスクロージャー誌
業 績 ・ 財 務 デ ー タ

（平成23年4月1日～平成24年3月31日）



プロフィール

商号 株式会社西日本シティ銀行

昭和19年12月1日設立

本店所在地

資本金

店舗数

従業員数

総資産

預金・譲渡性預金残高

貸出金残高

福岡市博多区博多駅前三丁目1番1号

857億円

206か店

3,782名

7兆3,972億円

6兆4,615億円

5兆1,779億円
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店舗網・海外ネットワークのご案内

平成24年3月期業績ハイライト

株式の状況

平成24年3月期財務諸表

1

2

5
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※計数につきましては、原則として単位未満を切り捨てて表示しております。

（平成24年3月31日現在）

平成24年6月発行　株式会社 西日本シティ銀行 広報文化部 〒812-0011 福岡市博多区博多駅前三丁目1番1号　TEL 092-476-1111（代表）　ホームページ　▼http://www.ncbank.co.jp



（平成24年5月末現在）
店舗網・海外ネットワークのご案内

●海外駐在員事務所

ＡTM／1,387台
店内929台
店外458台
※コンビニATM除く

●店舗数 206か店

3か所

岡山県
1店

愛媛県
1店

鹿児島県
1店

広島県
2店

熊本県
2店

宮崎県
6店

大分県
5店

福岡県
176店

佐賀県
4店

長崎県
4店
長崎県

4店

山口県
2店

1

●りそなプルダニア銀行
　（インドネシア）平成8年提携
●中国銀行（中国）平成13年提携
●国際協力銀行（日本）平成13年提携
●新韓銀行（韓国）平成19年提携
●OCB（ベトナム）平成20年提携
●BNP パリバ（ベトナム）平成20年提携
●バンコック銀行（タイ）平成21年提携

提携金融機関

ジャカルタ

ホーチミン

北京

本店

バンコク

りそなプルダニア銀行

バンコック銀行

中国銀行
新韓銀行

OCB

BNP パリバ

東京支店
大阪支店

香港駐在員事務所

ソウル駐在員事務所

上海駐在員事務所

国際協力銀行



損益の状況（単体）

●コア業務純益

●自己資本比率・TierⅠ比率

［単体］
自己資本比率
うちTierⅠ比率

自己資本比率
うちTierⅠ比率

［連結］

●経常利益 ●当期純利益

4（国内基準）

5

10

4（国内基準）

5

10

100

200

300

400

500

550

貸出金等の運用利回りの低下により資金利益が減少しましたが、経費の削減等により、平成24年3月期のコア業務純
益は456億円、経常利益は378億円となりました。また、平成23年3月期の利益を押し上げていた子会社解散要因
（350億円）が剥落したことから、当期純利益は170億円となりました。

自己資本比率の状況
平成24年3月末の自己資本比率は、単体で10.45％、連結で10.67％となりました。また、中核的自己資本であるTierⅠ
比率は、単体で7.77％、連結で7.81％となりました。今後も資本の充実を図り、自己資本比率の向上に努めてまいり
ます。

288

378

525

170

23年3月期 24年3月期 23年3月期

23年3月末

7.77

10.4510.32 10.37

7.40 7.67 7.81

10.6710.61 10.62

7.49 7.70

24年3月末23年9月末 23年3月末 24年3月末23年9月末

24年3月期 23年3月期 24年3月期

（%） （%）

（億円）

100

200

300

400

500

550
（億円）

100

200

300

400

500

550
（億円）

平成24年3月期 業績ハイライト
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●不良債権比率

500

1,000

1,500

2,000

2,500

不良債権の状況（単体）

コア業務純益

用語説明 ～金融再生法による開示債権の定義～

平成24年3月末の金融再生法に基づく開示債権の残高は、資産の自己査定基準に基づき、償却・引当を実施した結果、
平成23年3月末比247億円増加し1,675億円、開示債権比率は、3.20%となりました。

預貸金業務などによる“資金利益”や投資信託等の販売手数料などの“役務取引等利益”などを含む“業務粗利益”から“経費”を差し引いたも
ので、銀行本来業務の収益力を表す指標として一般的に用いられています。

破産更生債権及びこれらに準ずる債権
破産・会社更生・再生手続等の事由により経営破綻に陥っている債務者に対する債権及びこれらに準ずる債権

危険債権
債務者が、経営破綻の状態には至っていないものの、財政状態・経営成績が悪化し、契約通りの返済を受けることができなくなる可能性の
高い債権

自己資本比率
銀行の健全性を示す指標のひとつです。
国内基準で4％以上を維持することが求められています。

TierⅠ比率
自己資本のうち資本金・資本剰余金・利益剰余金などの基本的項目をもとに算出される自己資本比率です。

危険債権 要管理債権破産更生債権及びこれらに準ずる債権

（注）平成23年3月末には、当第1四半期中に清算した分割子会社の計数を含んでおります。

24年3月末23年3月末 23年9月末

（億円）

金融再生法開示債権比率（％）

231

275

2.81

253

3.14 3.20

1,192

251

1,046

105

1,122

237

用語説明

要管理債権
3か月以上延滞債権及び貸出条件緩和債権

コア業務純益 業務粗利益（除く国債等債券損益） 経費

自己資本比率 自己資本（資本金など）
リスク度合を考慮した資産

平成24年3月期 業績ハイライト
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貸出金の状況
平成24年3月末の総貸出金のうち、九州域内での貸出金の比率が91.4％、また、中小企業※及び個人への貸出金の比
率が77.2％と九州の特に中小企業・個人のお客さまを中心とした様々な資金ニーズにお応えしております。

※中小企業…資本金3億円（ただし、卸売業は1億円、小売業、サービス業は5千万円）以下の会社または常用する従業員が300人（ただし、卸売業は100人、
　小売業は50人、サービス業は100人）以下の会社及び個人事業主
（注）平成23年3月末までは当中間期中に清算した分割子会社（ＮＣＢターンアラウンド株式会社）の計数を含めております。

預金・預り資産の状況
平成24年3月末の譲渡性預金を含む預金残高のうち、九州域内での預金の比率が97.1％、預り資産（投資信託・個人
年金保険・一時払終身保険）のうち九州域内での預り資産の比率が98.0％となっており、九州地域の皆さまから多くの
ご資産をお預りするとともに、皆さまの多様なニーズにお応えするため、商品・サービスの充実を図っております。

●貸出金と地域の内訳 ●貸出金と対象先の内訳

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

総貸出金残高 九州域内貸出金残高 大・中堅企業、地方公共団体向け貸出金残高
個人向け貸出金残高

中小企業※向け貸出金残高
九州域内貸出金比率（％） 中小企業※及び個人貸出金比率（％）

●預金（譲渡性預金を含む）と地域の内訳 ●預り資産（投資信託・個人年金保険・一時払終身保険）と地域の内訳

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

7,000

6,000

九州域内預金残高総預金残高 預り資産残高※ 九州域内預り資産残高※ 九州域内預り資産比率（％）九州域内預金比率（％）

※預り資産残高＝投資信託残高+保険商品販売累計額（個人年金保険販売累計額+一時払終身保険販売累計額）

（億円） （億円）

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000
（億円） （億円）

50,189 50,797 51,779

46,064 46,557 47,353

50,189 50,797 51,779

78.8 78.0 77.2

10,630 11,153 11,773

25,348 25,105 24,935

14,210 14,537 15,070

23年3月末 23年9月末 24年3月末

64,260

96.5

64,979

96.9

64,615

97.1

62,016 62,977 62,793

23年3月末 23年9月末 24年3月末

6,089

98.0

6,266

98.0

6,742

98.0

23年3月末 23年9月末 24年3月末

23年3月末 23年9月末 24年3月末

91.7 91.6 91.4

平成24年3月期 業績ハイライト
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株式の状況

大株主
株主名 所有株式数（千株） 持株比率（%）

12.32
5.79
4.06
2.57
1.94
1.44
1.41
1.38
1.37
1.34

株式のご案内
毎年4月1日から翌年3月31日までの1年といたします。
6月に開催いたします。
期末配当金
3月31日の最終の株主名簿に記録された株主に対してお支払いいたします。
中間配当金
取締役会の決議によって中間配当を行う場合は、9月30日の最終の株主名簿に記録された株主に対してお支
払いいたします。
配当金のお受取りには、当行の預金口座への振込をご利用いただきますと、速くて便利です。
定時株主総会については3月31日といたします。その他必要があるときは、あらかじめ公告いたします。
電子公告による公告とし、当行ホームページ（http://www.ncbank.co.jp）に掲載いたします。ただし、事故
その他やむを得ない事由によって電子公告による公告をすることができない場合は、西日本新聞と日本経済新
聞に掲載いたします。

（ご注意）株主様の住所変更、買増・買取請求その他各種お手続きにつきましては、原則、口座を開設されている口座管理機
関（証券会社等）で承ることとなっております。口座を開設されている証券会社等にお問合せください。

福岡市中央区天神二丁目14番2号　日本証券代行株式会社 福岡支店
電話 : 福岡（092）741-0284
〒137-8650
東京都江東区塩浜二丁目8番18号　日本証券代行株式会社 代理人部
　  0120-707-843（フリーダイヤル）

事 業 年 度
定 時 株 主 総 会

基 準 日
公 告 方 法

1.
2.
3.

4.
5.

6.

発行可能株式総数

平成24年3月31日の発行済株式の総数

平成24年3月31日の株主数

1,500,000,000株

796,732,552株

21,376名

(注)1.所有株式数は千株未満を切り捨てて表示しております。 2.持株比率は小数点第3位以下を切り捨てて表示しております。

（平成24年3月31日現在）

98,214
46,186
32,412
20,477
15,492
11,507
11,280
11,000
10,945
10,748

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口）
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口4）
日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口）
日本生命保険相互会社
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口9）
株式会社みずほコーポレート銀行
東京海上日動火災保険株式会社
株式会社りそな銀行
明治安田生命保険相互会社
株式会社三井住友銀行

東京都中央区日本橋茅場町一丁目2番4号　日本証券代行株式会社

（1）事務取扱場所

（2）お問合せ先

配当金の
お支払いについて

株主名簿管理人
特別口座の
口座管理機関

株式の状況

5



平成24年3月期 財務諸表

（平成24年3月31日現在）連結貸借対照表 （単位：百万円）

（単位：百万円）（平成23年4月1日～平成24年3月31日）

（平成23年4月1日～平成24年3月31日）
科　目

資 産 の 部
金　額

純 資  産  の  部  合  計
負債及び純資産の部合計資 産  の  部  合  計

負 債  の  部  合  計

7,670,937

連結損益計算書

283,453
9,099
27,962
1,275
2,981

1,722,791
5,389,886

7,665
46,708
120,029
3,950
43,019
53,308
△40,174
△1,021

85,745
90,301
128,247
△668

164,468

121,379

7,297,395

6,529,519
136,168
277,877
72,160
52,467

83
88,300
51,773
10,851
152

2,673
2,506

0
19,552
53,308

純 資 産 の 部

科　目 金　額

連結財務諸表

373,541
7,670,937

（単位：百万円）連結株主資本等変動計算書

資本金
株主資本

当期首残高
当期変動額
　　当期変動額合計
当期末残高

85,745

ー

ー

ー

85,745

利益剰余金

当期首残高
当期変動額
　　当期変動額合計
当期末残高

90,301

90,301

当期首残高
当期変動額
　　剰余金の配当
　　当期純利益
　　圧縮積立金の積立
　　自己株式の処分
　　土地再評価差額金の取崩
　　持分変動に伴う利益剰余金の増加
　　当期変動額合計
当期末残高　

116,300

△5,963

0
△4
△64
6

11,946
128,247

17,972

資本剰余金

純資産合計

当期首残高
当期変動額
　　剰余金の配当
　　当期純利益
　　圧縮積立金の積立
　　自己株式の取得
　　自己株式の処分
　　土地再評価差額金の取崩
　　持分変動に伴う利益剰余金の増加
　　当期変動額合計
当期末残高

自己株式

株主資本合計

当期首残高
当期変動額
　　自己株式の取得
　　自己株式の処分
　　当期変動額合計
当期末残高　

その他の包括利益累計額
その他有価証券評価差額金
当期首残高
当期変動額
　　株主資本以外の項目の当期変動額（純額）
　　当期変動額合計
当期末残高

少数株主持分
当期首残高
当期変動額
　　株主資本以外の項目の当期変動額（純額）
　　当期変動額合計
当期末残高

繰延ヘッジ損益
当期首残高
当期変動額
　　株主資本以外の項目の当期変動額（純額）
　　当期変動額合計
当期末残高

土地再評価差額金
当期首残高
当期変動額
　　株主資本以外の項目の当期変動額（純額）
　　当期変動額合計
当期末残高
為替換算調整勘定
当期首残高
当期変動額
　　株主資本以外の項目の当期変動額（純額）
　　当期変動額合計
当期末残高
その他の包括利益累計額合計
当期首残高
当期変動額
　　株主資本以外の項目の当期変動額（純額）
　　当期変動額合計
当期末残高

△661

△5,963

△0

2,762
2,762

0
0

△0

0
0

△0

3,408

7,624
7,624

10,387
10,387

△265
△265

△5,963

△16
0

△64
5

6
10,122
22,061
373,541

17,972

11,032

27,989

31,396

28,397

28,132

351,480

41,783

30,751

△16

△64

11,939
6

17,972

303,625

△16

5

0

△7
△668

9

291,686

当期首残高
当期変動額
　　剰余金の配当
　　当期純利益
　　圧縮積立金の積立
　　自己株式の取得
　　自己株式の処分
　　土地再評価差額金の取崩
　　持分変動に伴う利益剰余金の増加
　　株主資本以外の項目の当期変動額（純額）
　　当期変動額合計
当期末残高

現 金 預 け 金
コールローン及び買入手形
買 入 金 銭 債 権
特 定 取 引 資 産
金 銭 の 信 託
有 価 証 券
貸 出 金
外 国 為 替
そ の 他 資 産
有 形 固 定 資 産
無 形 固 定 資 産
繰 延 税 金 資 産
支 払 承 諾 見 返
貸 倒 引 当 金
投 資 損 失 引 当 金

経 常 収 益

　 資 金 運 用 収 益

　 　（ う ち 貸 出 金 利 息 ）

　　　（うち有価証券利息配当金）

信 託 報 酬

　 役 務 取 引 等 収 益

　 特 定 取 引 収 益

　 そ の 他 業 務 収 益

　 そ の 他 経 常 収 益

経 常 費 用

　 資 金 調 達 費 用

　 　（ う ち 預 金 利 息 ）

　 役 務 取 引 等 費 用

　 そ の 他 業 務 費 用

営 業 経 費

　 そ の 他 経 常 費 用

経 常 利 益

特 別 利 益

特 別 損 失

税 金 等 調 整 前 当 期 純 利 益

法 人 税 、住 民 税 及 び 事 業 税

法 人 税 等 調 整 額

法 人 税 等 合 計

少数株主損益調整前当期純利益

少 数 株 主 利 益

当 期 純 利 益

預 金
譲 渡 性 預 金
コールマネー及び売渡手形
債券貸借取引受入担保金
借 用 金
外 国 為 替
社 債
そ の 他 負 債
退 職 給 付 引 当 金
役 員 退 職 慰 労 引 当 金
睡眠預金払戻損失引当金
偶 発 損 失 引 当 金
特 別 法 上 の 引 当 金
再評価に係る繰延税金負債
支 払 承 諾

資 本 金
資 本 剰 余 金
利 益 剰 余 金
自 己 株 式
（ 株 主 資 本 合 計 ）
その他有価証券評価差額金
繰 延 ヘ ッ ジ 損 益
土 地 再 評 価 差 額 金
（その他の包括利益累計額合計）
少 数 株 主 持 分

負 債 の 部

科　目 金　額

科　目 金　額

6

9

30,672

188

2,602

9,615

122,454

9,586

（101,601）

（18,899）

（303,625）
11,032

△0
30,751
（41,783）
28,132

9,331

706

85,175

17,654

42,013

147

816

41,344

993

20,816

21,810

19,534

1,561

17,972

（6,202）



平成24年3月期 財務諸表

（平成24年3月31日現在）貸借対照表 （単位：百万円）

（単位：百万円）（平成23年4月1日～平成24年3月31日）

純 資  産  の  部  合  計
負債及び純資産の部合計資 産  の  部  合  計

負 債  の  部  合  計

BSC BSP

7,397,235

損益計算書

266,316
9,099
1,272
2,981

1,728,211
5,177,913

7,665
43,291
115,843
3,332
40,305
31,757
△29,866
△890

85,745
85,684
85,684
126,869

61
126,808

3
109,700
17,104
△668

150,441

114,746

6,314,006
147,568
277,877
72,160
64,351

83
88,300
28,213
9,841
2,642
2,434
19,096
31,757

純 資 産 の 部

財務諸表

次
頁「
コ
コ
ロ
が
あ
る
」編
は
オ
レ
ン
ジ
の
表
紙
側
よ
り
ご
覧
く
だ
さ
い

（単位：百万円）株主資本等変動計算書（平成23年4月1日～平成24年3月31日)

資本金
株主資本

評価・換算差額等

85,745

ー
85,745

資本剰余金
資本準備金
当期首残高
当期変動額
　当期変動額合計
当期末残高

自己株式
当期首残高
当期変動額
　　自己株式の取得
　　自己株式の処分
　　当期変動額合計
当期末残高

利益剰余金
利益準備金

別途積立金
当期首残高
当期変動額
　　別途積立金の積立
　　当期変動額合計
当期末残高

繰越利益剰余金
当期首残高
当期変動額
　　剰余金の配当
　　圧縮積立金の取崩
　　別途積立金の積立
　　当期純利益
　　自己株式の処分
　　土地再評価差額金の取崩
　　当期変動額合計
当期末残高

利益剰余金合計
当期首残高
当期変動額
　　剰余金の配当
　　圧縮積立金の取崩
　　圧縮積立金の積立
　　別途積立金の積立
　　当期純利益
　　自己株式の処分
　　土地再評価差額金の取崩
　　当期変動額合計
当期末残高　

株主資本合計

その他有価証券評価差額金

純資産合計

繰延ヘッジ損益

土地再評価差額金

評価・換算差額等合計

その他利益剰余金
圧縮積立金
当期首残高
当期変動額
　　圧縮積立金の取崩
　　圧縮積立金の積立
　　当期変動額合計
当期末残高

資本剰余金合計
当期首残高
当期変動額
　当期変動額合計
当期末残高

科　 目 金　額

85,684

ー
85,684

85,684

ー
85,684

61

ー
61

3

△0
0
0
3

98,300

11,400
11,400
109,700

17,443

△5,963
0

△11,400
17,092

△4
△64
△339
17,104

115,809

△5,963
ー
0
ー

17,092
△4
△64

11,060
126,869

△661

△16
9

△7
△668

3,000

7,517
7,517
10,517

△0

0
0
△0

27,989

2,762
2,762
30,751

30,989

10,280
10,280
41,269

317,566

△5,963
17,092

0
△16
5

△64
10,280
21,333
338,900

286,577

△5,963
17,092

0
△16
5

△64
11,053
297,630

7,058,335

338,900
7,397,235

当期首残高
当期変動額
　　当期変動額合計
当期末残高

当期首残高
当期変動額
　　剰余金の配当
　　当期純利益
　　圧縮積立金の積立
　　自己株式の取得
　　自己株式の処分
　　土地再評価差額金の取崩
　　当期変動額合計
当期末残高

当期首残高
当期変動額
　剰余金の配当
　当期純利益
　圧縮積立金の積立
　自己株式の取得
　自己株式の処分
　土地再評価差額金の取崩
　株主資本以外の項目の当期変動額（純額）
　当期変動額合計
当期末残高　

当期首残高
当期変動額
　　株主資本以外の項目の当期変動額（純額）
　　当期変動額合計
当期末残高

当期首残高
当期変動額
　　株主資本以外の項目の当期変動額（純額）
　　当期変動額合計
当期末残高

当期首残高
当期変動額
　　株主資本以外の項目の当期変動額（純額）
　　当期変動額合計
当期末残高

当期首残高
当期変動額
　　株主資本以外の項目の当期変動額（純額）
　　当期変動額合計
当期末残高　

当期首残高
当期変動額
　当期変動額合計
当期末残高

現 金 預 け 金
コ ー ル ロ ー ン
特 定 取 引 資 産
金 銭 の 信 託
有 価 証 券
貸 出 金
外 国 為 替
そ の 他 資 産
有 形 固 定 資 産
無 形 固 定 資 産
繰 延 税 金 資 産
支 払 承 諾 見 返
貸 倒 引 当 金
投 資 損 失 引 当 金

経 常 収 益

　 資 金 運 用 収 益

　 　（ う ち 貸 出 金 利 息 ）

　　　（うち有価証券利息配当金）

信 託 報 酬

　 役 務 取 引 等 収 益

　 特 定 取 引 収 益

　 そ の 他 業 務 収 益

　 そ の 他 経 常 収 益

経 常 費 用

　 資 金 調 達 費 用

　　 （ う ち 預 金 利 息 ）

　 役 務 取 引 等 費 用

そ の 他 業 務 費 用

営 業 経 費

　 そ の 他 経 常 費 用

経 常 利 益

特 別 損 失

税 引 前 当 期 純 利 益

法 人 税 、住 民 税 及 び 事 業 税

法 人 税 等 調 整 額

法 人 税 等 合 計

当 期 純 利 益

預 金
譲 渡 性 預 金
コ ー ル マ ネ ー
債券貸借取引受入担保金
借 用 金
外 国 為 替
社 債
そ の 他 負 債
退 職 給 付 引 当 金
睡眠預金払戻損失引当金
偶 発 損 失 引 当 金
再評価に係る繰延税金負債
支 払 承 諾

資 本 金
資 本 剰 余 金
　 資 本 準 備 金
利 益 剰 余 金
　 利 益 準 備 金
　　その他利益剰余金
　 　 圧 縮 積 立 金
　 　 別 途 積 立 金
　　　繰越利益剰余金
自 己 株 式
（ 株 主 資 本 合 計 ）
その他有価証券評価差額金
繰 延 ヘ ッ ジ 損 益
土 地 再 評 価 差 額 金
（評価・換算差額等合計）

科　目 金　額
負 債 の 部

科　目 金　額

科　目
資 産 の 部

金　額

7

（297,630）
10,517

△0
30,751

（41,269）

（95,575）

（18,940）

9

24,380

63

2,103

9,138

112,543

10,020

（6,022）

11,200

706

75,332

15,283

37,897

718

37,179

66

20,019

20,086

17,092
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